
研究倫理関連指針に基づく人を対象とした医学系研究の情報公開

大塚製薬では、提供者が特定できないように匿名化された試料・情報を入手し、研究に利用しています。

造血器腫瘍遺伝子パネル検査「ヘムサイト® 」によるがんゲノムプロファイリング検査を受け、大塚製薬が検査精度の確保・向上、
検査業務の適正化の推進、適正使用情報として利活用することに同意された方で、研究利用の中止を希望される場合は、検査
を受けられた医療機関へご相談ください。

課題番号 260915

利用目的・利用方法 FASTQ事前トリミング条件がアーティファクトに与える影響確認

利用する試料・情報

造血器腫瘍遺伝子パネル検査「ヘムサイト®」を受け，大塚利活用データ環境に格納
された最終解析結果（変異情報：遺伝子名、アミノ酸変化、変異種別、変異アレル頻
度、染色体番号、座標、参照配列、置換配列、遺伝子変化、エキソン・イントロン、
SNPデータベースにおける登録頻度情報、がんにおける体細胞変異のデータベース
（COSMIC（Catalogue Of Somatic Mutations In Cancer））との照合情報）

試料・情報の入手先 Amazon Web Services（AWS）上に構築された大塚利活用データ環境

利用する者の範囲 大塚製薬株式会社 診断事業グループ

管理責任者 大塚製薬株式会社 診断事業グループ 開発部 和智 勇祐
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